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金剛地区まちづくり会議の
活動目標について

昨年度に引き続き

まち会議への新たな参加者の獲得

地区内の将来像共有の場づくり

プラットフォームとしてのまちづくり会議の参加者数が減少している
 　　→金剛地区をフィールドとする新しいまちづくり活動が生まれにくくなっている



今年度の
金剛地区まちづくり会議について

新たな動きと方向性

プラットフォームとしてのあり方
金剛地区まちづくり会議は、金剛地区活性化を進めるための住民・団体・事業者
などが集まり、「交流」「意見交換」「情報共有」などを通して、新たな繋がり
や活動が生まれるプラットフォーム。

プラットフォームとしてのカタチはそのままに、開催方法や参加方法、参加入口
の多様化をはかる。



今年度の
金剛地区まちづくり会議について

新たな動きと方向性

プラットフォームとしてのあり方
・まちづくりフォーラムの開催と発信情報の質の向上
フォーラムを同時開催し、年度計画等、地域のニーズが高い情報共有を進める。
・LINEオープンチャット
参加者の生活様式に対応したオンラインプラットフォームを活用する。
・イベント実施
∞KONROOM主催イベントや金剛地区まちづくり会議防災部会主体イベントにて、
プラットフォームへの参加促進。



今年度の
金剛地区まちづくり会議について

新たな動きと方向性

定期的なまちづくりフォーラムの開催

金剛地区まちづくり会議LINEオープンチャットへの参加促進
フォーラムの参加者には、LINEオープンチャットへの参加を促すことで緩いつながりを
持ち、オンラインのプラットフォームの充実をはかる。

金剛地区まちづくり会議と同時開催
年度計画と実施報告を行うまちづくり会議の開催とそれにあわせたまちづくりフォーラム
を開催することで、まちづくり会議に参加しやすくする。



●みんなでつくる！魅力ある未来の金剛をデザイン・金剛地区まちづくりフォーラム

5/10（土）参加者：41名

・オープンチャットへの参加者増（フォーラム後37人→42人：現在46人）
・マルシェなどの活動に参加する方も（１名出店者として登録）

今年度下半期にも開催予定



今年度の
金剛地区まちづくり会議について

新たな動きと方向性

その他、まちづくり会議の開催について
・次回フォーラムについて
他市のまちづくりプレイヤーにゲストスピーカーとして参加していただき、先進事
例や活動のヒントを共有していただく内容に。
・アウトプットの機会として
新しい活動のアイデアの共有などをメインテーマとしたまちづくり会議の開催も別
途企画する。



今年度の
金剛地区まちづくり会議について

新たな動きと方向性

LINEオープンチャットの活用について
LINEオープンチャットの活用方法について検討中・・・
①オープンチャットで情報まとめを定期的に発信する
　→現状は、随時発信。コンルームがイベントまとめ情報を定期に発信する。
②オプチャ内でのフリートークイベントを企画する
③オプチャの操作説明会を開催する
④イベント等の企画をオープンチャットにて共有し、その企画に興味ある人が
　参加するトーク部屋　　を作り、トークからカタチにする
※オープンチャット参加の、次にどうやってまちづくり活動に繋げて行くか？
※リアル開催のまちづくり会議とオンラインのLINEオープンチャットをどのように活用するか？



今年度の
金剛地区まちづくり会議について

新たな動きと方向性

地域住民や団体を巻き込むイベント開催
金剛地区まちづくり会議やそれぞれの取り組みの周知と参加促進を目的に、

地域住民や地域活動団体が主体的に参加できるイベントの開催

・Park Day in KONGO2025にて、
出店者としての参加呼びかけ / 運営メンバーとしての参加呼びかけ

・その他、地域イベントにて、
地域住民や地域活動団体が主体的に参加できる企画を検討


